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第 16 回 多様性とコミュニティを描く 

～アメリカの絵本の絵と言葉～ 

2023 年 6 月 10 日（土）15:00～16:30 

講師：ミシェル・センザー氏（在名古屋米国領事館首席領事夫人） 

    児島 なおみ氏（絵本作家） 

司会：松岡 希代子（板橋区立美術館長） 
 

会場：板橋区立中央図書館１階図書館ホール 

（板橋区常盤台 4-3-1） 

定員：30名（事前申込・先着順） 
 

 

 

 

 

 

 

 

     講演会シリーズ 

世界の書棚から 

■参加申込方法  

5 月 29 日（月）9時より以下のサイトより申込受付を開始します（先着順）。

https://www.city.itabashi.tokyo.jp/library/oshirase/ 2000716.html 

■問い合わせ 板橋区立中央図書館 電話 03-6281-0291 

子どもたちが自分や他者を理解するためには、多様性を認めることが重要です。人種や思想、ルーツなど

の異なった様々な人々が暮らすアメリカでは、絵本を使った多様性理解促進が見られます。 

アメリカの絵本の絵と言葉が、子どもたちの多様性やコミュニティへの理解をどのように導いているのか。

アメリカで育ち、美術そして絵本に精通した講師お二人に、たっぷりお話いただきます。 

左：Jessica Love, "Julián is a Mermaid", Candlewick Press

（邦訳『ジュリアンはマーメイド』（サウザンブックス社）） 

右：Oge Mora, "Thank you, Omu!", Little,Brown and Com-

pany（邦訳『ありがとう、アーモ！』（鈴木出版）） 


